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巻　頭　言
北京オリンピックに想う

副会長　柏　森　康　雄

　今年の夏は地球温暖化の影響からか例年以上に厳しい暑さが続きましたが、会員の皆様には
如何お過ごしでしょうか。
　小生は4年に一度のスポーツの祭典「第29回夏季オリンピック北京大会」の素晴らしい競技場
面に釘付けになっていました。水泳;マイケル・フェルプス選手の史上最多8冠の達成、陸上;ウ
サイン・ボルト選手の100m9秒69、200m19秒30の驚異的な世界新記録による金メダル獲得な
ど人並み外れた身体能力の高さに驚かされました。一方、日本ではやはり北島康介選手のアテ
ネ五輪に続く平泳ぎ2種目連覇には王者の風格を感じました。また、ソフトボールが五輪3連覇
中の米国を3-1で下し、初の金メダルを獲得しました。日本が球技種目で金メダルを獲得したの
は、1976年モントリオール大会の女子バレーボール以来、32年ぶりの快挙でした。特に上野
投手の2日間・3試合で28イニング、413球の熱投は国民に大きな感動を与えました。
　さて、我日本バレーボールチームの活躍は如何に。壮絶な五輪予選を見事に勝ち抜き、92年
バルセロナ大会以来となる男女そろって五輪に出場することができ、大いに興味を惹きつけて
くれました。しかし、16年ぶりに本大会に出場した男子は、残念ながらグループ戦5戦全敗の
成績に終わり、またメダル候補と期待された女子もグループ戦2勝3敗で8強入りは果しました
が、決勝トーナメントでブラジルに完敗し、世界の壁の厚さをまざまざと見せつけられました。
　そこで、この世界の厚い壁を打ち破るためには、チーム強化に携われていた関係者はもちろ
ん、我々バレーボール学会の会員も建設的な意見を提言し、次回に備えなければなりません。そ
こで、貴重な紙面をお借りして、私の想いを述べたいと思います。
　まず、1）技術・体力的な面では、世界は「よりスピードとパワー」の両方を求めて進化してい
ます。しかし、残念ながら日本はスピードは一流ですが、あいかわらずパワーと高さがないまま
です。そのため、男女ともブロック力が極端に弱く、カウンターアタックからの得点力が貧弱
で、またサーブ力においても諸外国と比べると威力に欠け、コースを狙い打つとか前後に揺さぶ
るなどの工夫もみられませんでした。
　出場した選手をみると、男子では越川、石島、清水、福澤選手、また女子も荒木、栗原、木村選手
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等の、若くて「スピードとパワー」を兼ね備えたすばらしい能力を持った選手が育ちつつあり、こ
れらの選手を中核にして、さらにそれに続く若い選手の育成に力を注ぎ、継続的なチーム強化に
努めてほしいと思います。特に、高さのあるセッターの計画的な育成が急がれます。
　しかし、前号で明石副会長が「JVA一貫指導の具体的指針の内容がバレーボール関係者に十分
浸透していない点」をご指摘されているように、小生もそれを強く感じ誠に残念に思います。ま
た、現在の一貫指導計画がサッカーのそれに比べると物足りなく、早急に一貫指導計画の見直し
を図って、バレーボールに関わる様々な機関や関係者の連帯、協力により、一層緊密な関係のも
とで一貫指導計画が実行されることが必要だと思います。
　2）戦術的な面では、キューバ女子チーム以外は、ほとんどのチームがコンビ攻撃の中に積極
的にバックアタックを絡めた攻撃方法を取り入れ、戦術面のグローバル化が進んでいます。特
に、女子バレーは男子並みの戦術を取り入れ急速に進歩し、日本チームも決して戦術面の遅れは
ないと感じますが、これまでの日本バレーボール界の歴史を考えると、何か物足りなさを感じざ
るを得ません。
　3）精神的な面では、男女ともそのもろさが目立ちました。確かに、男女とも現在のチーム力
では大変厳しい試合状況が予想されていたにも関わらず、苦境に立たされた時のメンタル面の
対処方法がみられず、日本人の特質であった粘り強さや忍耐力など我慢強い戦い方がみられな
かったのは寂しい限りでした。また、男子アメリカチームが準決勝ロシア戦でみせた集中力の
凄さも是非見習ってほしいと同時に選手個人の強さ（自立心、克己心等）の確立が望まれます。
　最後に、我々の学会活動も13年目を迎え、この間学会独自の活動は、年々会員の皆様方のご支
援・ご協力のお陰で発展してきました。しかし、学会活動の成果をバレーボールの普及・強化
の具体的な活動に結びつけられていたかと問いかけてみると、若干疑問を感じざるを得ません。
ジュニアからトップレベル競技者までの一貫指導システムの構築や若手指導者の養成、また選
手強化事業への支援など日本バレーボール協会の活動を支援し、連携した活動ができるように、
本学会の方から働きかける必要があるのではないでしょうか。今後この点を真剣に議論し、バ
レーボールの普及・発展に寄与したいものです。
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バレーボール学会2008
バレーボールミーティング報告

シンポジウム

「スポーツにおけるコーディネーショントレーニングの必要性」

日　　程：2008年7月12日（土）
会　　場：学習院大学
参加人数：50名

　開会に先立ち、矢島会長の挨拶があった。
　次に、吉田清司氏（専修大学）の司会で2人のシンポジ
ストとシンポジウムの概要が紹介され、シンポジウムが
開始された。
講師（シンポジスト）
・瀧田健二氏　　足立区立第八中学校
・布村忠弘氏　　富山大学

　シンポジウムの概要としては、瀧田先生には、コーディネーショントレーニングの全般的な理
論と、バレーボールにおける実例の紹介をしてもらうこと、そして布村先生には、動作を考える
立場から、バレーボールではどのような能力が求められるか、そしてその能力を身に着けるため
の運動例を紹介してもらうことであると説明がありシンポジウムが開始された。

（記録：高橋宏文）
■瀧田氏

　はじめに、なぜコーディネーショントレーニングを取り入たかという理由を生徒の資質や状
況、バレーボールの特性を踏まえ以下のような理由を挙げた。
　①中学校からバレーを始めても、小学校からの経験者に技能・スキルが少しでも追いつけないか
　②動作の切り替えや反応を速くしたい
　③予想がつかない場面での怪我
　④モチベーションを高くし、メンタル面を強化したい
　⑤コミュニケーション能力を高めチームワーク向上や大事な声が出せるようにしたい

　今回話題とするコーディネーショントレーニングとは具体的に何かというと、「神経―筋をは
じめとする運動の協応的機能を開発・改善することを目的としたもので、体力のうちの協応動
作を向上させることを目的としたトレーニングである。このトレーニングは旧東ドイツで始め
られ、子供のころから体育やアスリート養成で行われていたものである。日本に入ってきたの
は2000年代になってからで、現在のヨーロッパでは競技者育成プログラムの重要な柱の一つと
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して位置づけられ、エネルギー系ではなく神経系に視点を置いたトレーニング方法で、実施の際
は運動能力と脳神経系の発達原理に従うことが重要とされている（JACOT：日本コーディネー
ショントレーニング協会より）。

　コーディネーション能力は、体を巧みに動かす7つの能力として以下のようにまとめられて
います。
①定位能力
・ボールの軌道を捕らえる
・コートやネットの位置
・落下地点に入る
・打具として使う自分の体の部分を捉える
②変換能力：状況に合わせて素早く動作を切り替える能力
・ワンタッチボールなど軌道が変わった打球のレシーブ
・ブロック後の動作の切り替え
・レシーブ時のスプリットステップ
・予測から判断へ
③連結能力：関節や筋肉の動きをタイミングよく同調していく能力
・体幹を使った空中動作
・瞬間的なレシーブ時の股関節を動かす能力
④反応能力：合図へ反応する能力
・スパイクへの反応、フェイントへの反応
⑤分化能力（旧識別能力）：手足、用具などを精密に操作する能力
・ボールコントロール能力
⑥リズム能力：動きを真似したり、イメージを表現する能力
・ブロックのすべてのステップ
・サーブレシーブすべてのタイミング
⑦バランス能力：不安定な体勢でもプレーを継続する能力
・すべてのプレーの姿勢バランス
・バランスを維持しながら背骨を動かす

　また、コーディネーショントレーニングを実践する際には5つのポイントがあり、以下のよう
にまとめられている。
　①短時間：運動に変化をつけて繰り返しバリエーション多く行う
　②複　合：異なった2つの能力を高めるエクササイズを同時に行う
　③対応性：人数・スペース・用具などの状況の変化をつけて行う
　④不規則：運動のリズム・テンポなどの時間的な変化をつけて行う
　⑤両側性：身体の前後・左右・上下に向けて刺激を与えるように行う
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　では、コーディネーショントレーニングの狙いは何かというと、「動きの基を創る」、「多様な運
動経験をさせる（遊ばせる 自然な動き）」、「筋と神経の回路つくり」、「協調性機能の向上」、「情報
処理機能の向上」を図るものと言えます。
このトレーニングを行うとどのような効果が得られるかというと、
　①動きの習得速度が速くなる
　②パフォーマンスの向上
　③ステレオタイプ化の防止（応用力が身につく）
　④ 情動面の安定や改善（脳を刺激するとも言われているため、モチベーションをあげたりする
効果がある）

と大きく4つの効果が挙げられる。

　続いて、中学校女子チームで行った、コーディネーショントレーニングの実践例がビデオを用
いて紹介された。そこでは、「集中力トレーニング」、「リアクション」、そしていくつかの「ボール
エクササイズ」についての映像を流しながら解説があった。続いて定位能力、連結能力を高める
トレーニング、また、「ナビゲーション」、「ボールフィーリング」、「移動パス」のトレーニングが紹
介された。さらに、今回のバレーボールミーティングで講師を務める杉山先生が行った、中学生
女子のバレーボールプレーヤーに対するコーディネーショントレーニングの内容とその成果に
ついて映像を用いて紹介があった。この成果については、トレーニング実施時期（4ヶ月）の前
後における生徒たちのスパイクフォームを見比べたものであった。

■布村氏

　スパイクで難しい点は何かというと、空中を飛んでくるボールにアプローチして、空中でヒッ
トするという「接点を見つける」ことと言える。さらに、動作的には助走、踏み切り、スイングの
各動作を作り上げること自体にも難しさがある。
　例えば、スイング動作にとっては体幹の動きが重要で、これにより自由度のある動きが創られ
るようになります。この原動力は背骨の反る、捻る動きで、背骨は24個の骨で構成されている
ことから、反り、捻りの複合的な動きにはかなりの自由度が得られると考えられる。
　一方、体幹で腕が振れるということは、筋力的な問題ではなく身体の認識ということが考えら
れます。しかし、体幹の動きで腕が振られているということは共通していても、背骨の動きは異
なるということが実際には起こっていて、プレーヤーたちは様々な背骨の使い方をしているこ
とになります。
　また、スイング動作を身につけるためには、何をまたは身体のどこを意識するかということが
課題になる。一般的に、動作の習得にはその感覚を掴むことが重要です。そのために、いつもと
少し違うこと（動き）を練習に組み込んで身体がその違いを認識して、これを繰り返すことで身
体が新しい動きを身につけていくと考えられる。そうすることで、主観的な動作から離れるこ
とで、いつも行っている動作のイメージから離れることができ、いつもと異なる動作から新たな
動作感覚をつかむことが可能になると考えられます。
















































